第６回　学校運営協議会　議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年１０月２６日（水）１８：３０～　図工室
○出席者確認（順不同　敬称略）
【学校運営協議会】
	岡本　則子
	村上　智之
	武田　茂男
	津野　幸春
	田村　皓哉

	吉田　健一　
	岡本　美子
	大﨑　弘和
	武田　貴彦
	宮﨑　富巳

	坂本　　圭
	中越　あかね
	下村　富彦


【学校応援隊】
	宮﨑　勲　
	竹田　和子
	池田　十三生
	大川内　憲作
	中平　克喜

	坂本　節雄　
	矢野　孝　
	
	
	


【アドバイザー】　　　　　　　　　　　
	内田　純一　
	門田　雅人　


１、はじめの挨拶…会長
　　　　　季節の挨拶。今後も行事がたくさんあるので健康に気を付けて、協力してほしいこと。
２、収穫祭・山の日の学習について
・月日：１１月１９日（土）
・AM（カレーづくり）・・・女性部中心に　９：４５～１１：３０（食事～１２：５０）
　　　　　　　　　　　　　　準備物は女性部と事務が相談して決定し注文する。
・漁協の方の協力で、アユの塩焼きをしてくださる。
・PM・・・学校林での活動（２時間程度）１３：００～１５：００
　　　　　　　　木の名札の付け替え（名前を習いながら、マジックで書いてつけ直す）
　　　　　　　　学校運営協議会、学校応援隊、保護者などで児童について上がってくれた方で指導
　　　　　　山の上で、シダの葉を採ってきて、籠を編ませたい（教頭）
　　　　　　　　２週間寝かせて、その後、２時間煮る、そして冷めないうちに編む。
　　　　　　　　指導できる人を知っていれば教えてほしい。
　　　　　　☆持参物（土嚢袋、アサ紐多めに、カマ・ナタ）
・雨天の場合・・・雨天のためPMの活動が山でできない場合は、不織布の鯉のぼり作りを行う。
　　　　　　　　　※事前に、岡本美子さん、岡本則子さん、竹田和子さん等に依頼しておく。
・児童・・・アートイベントの鑑賞（２０分程度）学校林から帰ってきた途中で寄って見る。
　　　　　　　　　※アートイベントは、夜がメイン（ライトアップ）飲食もできる。
　　　　　　　　　※11月９日に、楽童で絵を描いてもらう予定。
※当日一緒に登ってくれる方
委員（村上智之、武田茂男、岡本美子、大﨑弘和、武田貴彦、坂本圭、門田雅人）
他、保護者もたくさん登ってくれると思う。
３、藤山先生の講演について
・月日：２月１日（水）又は２月２２日（水）　１８：３０～２０：２０⇒２月２２日で決定
・場所：米奥小学校　体育館
・講演：藤山先生（１時間半程度）その後質疑応答
　　　　　　島根県　高知県のｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰでもある。１９５９年生まれ
・主催・・・学校運営協議会と、青年団
　　　　　　　　県や四万十町も巻き込んで、実施すると地域の活性化にもなる。（門田先生から伝える）
・呼びかけ：米奥小学校保護者、七里小学校保護者、松葉川保育所保護者、米奥と七里の地域住民
　　　　　　米奥小と七里小と松葉川保育所の教職員　など
　　　　※呼びかける方法・・・松葉川青年団や町から呼びかけてもらう。
・講演に入れてほしい内容・・・人口統計を出して、どう地域が頑張れば活性化するか。
　　　　　　　　　　　　　　　全国の例の紹介、高知県内の紹介（大川村も移住者が増えている）
【話し合いで出たこと】
・今後の入学予定者
	
	R5
	R6
	R7
	R8
	R9
	R10

	米奥小
	０
	３
	４
	２
	２
	２

	七里小
	７
	１３
	２
	４
	３
	３


・七里の保護者的には、統合に関心がない人が多い。「窪川小学校に行くのだろう」と思っている人が多いので、まとまらないかもしれない。
・今は、松葉川に1校残そうと思うようになったらいいのではないか。その場所や名前がどうであれ。
・四万十町には、門田先生から声をかけ、正式になると、運営協議会会長や青年団会長などが挨拶に行くようにする。
・七里小の教師から、「環境的にも米奥小に行くのがいいだろう」という声を聞いた事がある。
・松葉川保育所も、「どこかに移転という声が出ている。老朽化もあり、どこかにという声が出ているが、小学校の方がはっきりしないと動けない」と言っていた。
・仁井田小は、地元でない人が多いので、「窪川小学校でいいだろう」という声があると聞いた。
・窪川小学校を閉校にして周りの学校を残したらいいと町長にも言ったが・・・。
・町の統廃合に関わる人が、「米奥小学校は、窪川の中で一番環境がいい」と言っていたくらいだ。
・いい学校を精一杯作っているということを、みんなが言っていかなければいけない。
４、学校から
（１）全国学力・学習状況調査について
・全国平均を大きく上回っている結果となった。（すごく上回っている結果だった）
・授業改善やプリント学習の充実の成果で基礎・基本の徹底ができてきた。
・全国学力学習状況調査などの問題の理解や、解き方の工夫について繰り返し実施した結果。
・米っ子タイムや、帯タイムを引き続き実施していく。
・家庭学習の習慣化を図っていきたい。
（２）PTA給食試食会について・・・２月１７日（金）予定（準備の日）
　　　　対象者：学校運営協議会、PTAとしたい。
（３）ほのぼの作品展・・・２月１８日（土）
　　　　作品を持ってきてくれる方に、事前に当たっておいてほしい。
５、意見書について（教育長との懇談に向けて）
　※R３の要望書・・・参考資料
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・要望書に入れてほしい内容について、この中でも確認した。
【昨年度の要望書の内容と、その回答のあらかた】
（1） 運動場・校舎周辺の整備（夜間照明の設置と遊具の設置）
　　　　　・玄関への外の照明・・・ついた
　　　　　・運動場への夜間照明・・・小学校ではナイター設備を使用する教育活動がないため無理
　　　　　・遊具の補充・・・四万十町全体で必要性と緊急性等により優先順位をつけて順次対応
（2） プリンター
　　　　　・大量の印刷の場合は、データを送って本庁の高速プリンターで印刷してくれる
（3） ソーラー設備の設置
　　　　　・発電コストや安定供給の課題があるため、発電機を整備する方向で考えている
　　　　　・蓄電池の導入も考えられ、危機管理課と連携、調整しながら進める
（4） プレハブ教室の設置
　　　　　・R4は、校内の空き教室でできた。今後必要であれば、検討する
（5） ごみ焼却炉の早期撤去
　　　　　・町内の学校のごみ焼却炉に対して、計画的に撤去を進める
（6） 学校への洋式トイレの設置
　　　　　・令和８年度末にはすべての小中学校のトイレの洋式化を完了する予定
　　　　　・米奥小には、特別支援学級設置の希望として、男子トイレに１個の洋式トイレを設置済
（7） その他
　　　　　・町営住宅の早期着工及び空き家対策は、町長部局より回答予定
残すこと
（３）ソーラー設備・・・防災の観点でもほしい。
　　　最も適しているのが米奥として、統合とも絡めて、ナイター設備は避難場所となって校庭に設置された時に役に立つというように結びつける。
（４）プレハブ教室の設置・・・再度出す。もしクラスが増えた場合にも、楽童を学校の敷地内にしてほしいため。
（５）ごみ焼却炉の早期撤去・・・撤去時期を知らせてほしい。
（７）町営住宅・・・２０年前に約束していること。１１月から測量が始まり、７世帯が対象となっている。ただ、住民があまり知らないため、住民に計画を知らせてほしいと書く。
【R4年度に要望したいこと】
〇学校トイレ裏のマンホールの修繕
〇遊具を増やしてほしい（引き続き要望してほしい）
　　　撤去予算がないので設置できないのであれば、撤去は、学校と地　　
域でやってもよいのでつけてほしいというように持っていく。
〇ごみ焼却炉の撤去・・・いつ頃になるか時期を知りたい
〇運動場の整備、土入れ等の予算を・・・広大な校庭。シルバー等の予　
算をつけてほしい。
〇教室前の教職員が車を止めているあたりが、陥没していて、雨の日は、いつも水が溜まっている。
児童が遊びに行くにも足が濡れる。土入れをして、水はけが良くなるようにしてほしい。
〇校門が腐って危ない。きちんとしたものに変えてほしい。
〇引き続き「養護教諭」「事務職員」の配置を望む。
６、統廃合にかかわって
・藤山先生のところでも話をした。
・七里小学校でも話してほしいと保護者に言っている。１１月頭のPTAの会で話を出してみると言っていた。保育所の保護者は、当事者と思っていない（まだ入学していないので）実際は、保育所の子どもが当事者となる。
・松葉川に１校残してほしいという要望を出したことを、みんな知らない。もっと伝えていってほしい。
・統合できるなら、場所を途中で変えたりして、２年ごとに、七里⇒米奥⇒七里⇒米奥としてもいい。名前も２年ごとに変えるにしてもいいというように、発想を変えることも大切だ。
・もっと、町が動かないと変わらない。
・小学校がなくてもいいということではダメだ。
・６０人という規定は難しい。そうすると、人数が増えないどころか、ゼロになる。統合は地域づくりだ。地域を維持していくということを重ねてやっていかないと、どんどん減って行ってしまう。
・窪川小学校に集めると、あちこちの地域を維持していくのは難しくなる。これを町は分かっていないといけない。「どうすれば残せるか」をもっと考えていかなければいけない。
７、その他
・倉庫の件
　　　　倉庫の中がシロアリでやられていた。（やぐらの下の板、倉庫の柱）
　　　　屋根に穴が空いていて、雨が入ってやぐらの木が濡れている。（以前から屋上がはがれて飛んできて穴が空いている）
　　　※教育委員会が来て、物の移動と、修理をしてくれた。
　　　　やぐらの場所を変えた・・・新体育倉庫へ移動
　　　　夏祭り用にもらってきて駐輪場に置いていた板・・・新体育倉庫へ移動
　　　　　　廊下横の倉庫の屋根を直してくれた。
　　　　　　シロアリにやられ、雨で腐って下から１０ｃｍくらい浮いていた柱を直してくれた。
　　　　　　物の整理と、いらない物を捨てた。
　　　　　　新体育倉庫の中の、いらない物や壊れているものは捨てて整理した。
　　　※おかげで、新体育倉庫と、廊下横の倉庫の中がずいぶんきれいになった。
８、アドバイザーより　　内田先生、門田先生
【内田先生より】
・統廃合の話。このような話を藤山先生に伝えるのが大切だ。
・本川、柳瀬などにも最近行った。そこで米奥小学校の話をしてきた。
・要望書を毎年続けることが大切だ。中には、規則に書いていないことまで話し合ったり、要望したりしているが、毎年続けていることが素晴らしい。続けることで「要望の方法の知恵がついてくる」「要望によって役場の意識が変わる」規則をきちんと読むことが大切。制度を乗り越えていることを米奥ではしている。制度を変えようとしているのが凄い。
【門田先生より】
・前の絵を見て分かるように、１人の子どもも取り残していない。これが米奥の強さだ。みんな特選に入りそうだ。真剣に取り組んでいる。保護者も「一人一人の子どもが頑張れる学校だ」と言ってほしい。本当に、何にでも集中して取り組むことができる学校だ。
９、次回の会合について
　　　　１１月２５日（金）　１８：３０～　※日程が変わっています。ご注意ください。
　　　　内容：意見書のこと、学校評価のこと　　　（欠席の場合は連絡をください）
　　　　参加者：学校運営協議会委員、学校応援隊
